
 

 

１．科目名（単位

数） 
スクールソーシャルワーク論 （2 単位） 

３．科目番号 

SSMP3306 

SSMP4306 

SCMP4306 ２．授業担当教員 北爪 克洋 

４．授業形態 講義、演習 ５．開講学期 春期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
GPAが3.5以上であること 

７．講義概要 

子ども家庭福祉におけるスクールソーシャルワークの位置づけを意識しながら、その固有性、特性をまず

理解する。その後、①スクールソーシャルワークの価値、目的、役割、②アメリカ・韓国・日本のスクールソ
ーシャルワーク、③学校及び連携機関の理解、④スクールソーシャルワークの基礎理論及び展開過程、⑤ス
クールソーシャルワーク実践などについて学んでいく。 

８．学習目標 

・ わが国の学校現場の理解、児童問題について理解したうえで、学校現場にスクールソーシャルワークを導

入する意義について理解し、説明することができる。 
・ スクールソーシャルワークの実践過程、理論及びわが国における実践状況を学ぶとともに、海外のスクー

ルソーシャルワーク実践についても理解し、説明することができる。 

・ わが国においては、これから作られていく新しい領域であり、エビデンスに基づいた実践へと発展するこ
とを目標とする。  

９．アサイメント 

（宿題）及びレポ

ート課題 

レポート課題については、講義中に指示する。 

10．教科書・参考書・

教材 

【教科書】 

山野則子・野田正人・半羽利美佳編著『よくわかるスクールソーシャルワーク 第 2 版』ミネルヴァ書房、

2016 年。 

【参考書】 

門田光司・奥村賢一『子ども・家庭・学校支援の実際 スクールソーシャルワーカー実践事例集』中央法規、

2014 年。 

門田光司・奥村賢一『スクールソーシャルワーカーのしごと 学校ソーシャルワーク実践ガイド』中央法規、

2009 年。 

11．成績評価の規準

と評定の方法 

○成績評価の規準 

1) 学校現場にスクールソーシャルワークを導入する意義について理解し、説明することができるか。 

2) スクールソーシャルワークの実践過程、理論及びわが国における実践状況、海外のスクールソーシャル

ワーク実践について理解し、説明することができるか。 

○評定の方法 

授業への積極的参加度、日常の受講態度、レポート等を総合的して評価する。 

１ 授業への積極的参加       総合点の２０％ 

２ レポート            総合点の５０％ 

３ フィールド体験とそのレポート  総合点の３０％ 

12．受講生への 

メッセージ 

１．本授業の受講については次の点が前提となる。 

・3 年次にソーシャルワーク実習を終了していること。 

・社会福祉士または精神保健福祉士の国家資格取得に向けて十分な学習をし、基本的知識と技術を備えてい

ること。 

・スクールソーシャルワーク実習に行く準備をしていること。 

２．欠席・遅刻・早退をしないこと。 

３．授業中は携帯電話や PHS 等の電源は切り、私語・居眠りは慎み、常に緊張感と集中力を保つこと。 

４．授業態度が悪いと判断された際は、厳格な指導を行う。指導後も改善が見られないときは、F 評価とす

る。 

５．授業での積極的な取り組みを評価するので、グループディスカッションや意見の発表時には間違いを恐

れず、恥ずかしがらずに前に出ること。 

６．授業中に指示された課題の提出期限は厳守すること。 

13．オフィスアワー 初回の講義時に提示する 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 
オリエンテーション（内容・進め方・評価方

法・スクールソーシャルワークの現況等） 

事前学習 
なぜスクールソーシャルワークを学ぼうと思うのか、よく

考え整理して授業に臨む。 

事後学習 
スクールソーシャルワークの現況についてわかったことを

まとめる。 

第２回 学校・子どもたちが抱える課題 

事前学習 現在、学校・子どもたちが抱える課題を挙げて授業に臨む。 

事後学習 
テキスト第 1 章を熟読し、「なぜスクールソーシャルワー

クが必要なのか」についてまとめる。 

第３回 スクールソーシャルワークとは 

事前学習 テキスト第 2 章を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 
スクールソーシャルワークの価値、目的と役割についてま

とめる。 



 

 

第４回 
アメリカのスクールソーシャルワーク、韓

国のスクールソーシャルワーク 

事前学習 テキスト第3章第1～3節を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 
アメリカと韓国のスクールソーシャルワークから学べる点

についてまとめる。 

第５回 日本のスクールソーシャルワーク 

事前学習 テキスト第3章第5～6節を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 
日本のスクールソーシャルワークの歴史についてまとめ

る。 

第６回 
学校教育とスクールソーシャルワーク① 

（教育行政の仕組みと学校） 

事前学習 テキスト第4章第1～3節を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 教育行政の仕組みと学校についてまとめる。 

第７回 

学校教育とスクールソーシャルワーク② 

（スクールソーシャルワークにおける教育

委員会の役割） 

事前学習 テキスト第 4 章第 4,6,7 節を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 
スクールソーシャルワークにおける教育委員会の役割につ

いてまとめる。 

第８回 
教育（学校）が連携する機関とその機能① 

（児童相談所と福祉事務所の機能） 

事前学習 第 5 章第 1～3 節を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 児童相談所と福祉事務所の機能についてまとめる。 

第９回 

教育（学校）が連携する機関とその機能② 

（福祉事務所・要保護児童対策地域協議会・

児童福祉施設の機能） 

事前学習 第 5 章第 4,5,8節を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 市町村と要保護児童対策地域協議会についてまとめる。 

第１０回 スクールソーシャルワークの基礎理論 
事前学習 第 6 章を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 エコロジカル・アプローチと修復的対話についてまとめる。 

第１１回 
スクールソーシャルワークの展開過程① 

（ミクロ実践の展開過程） 

事前学習 第 7 章第 1～3 節を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 ミクロ実践の展開過程についてまとめる。 

第１２回 
スクールソーシャルワークの展開過程② 

（メゾ実践の展開過程） 

事前学習 第 7 章第 4～7 節を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 メゾ実践の展開過程についてまとめる。 

第１３回 
スクールソーシャルワーク実践① 

（いじめとスクールソーシャルワーク） 

事前学習 第 8 章第 4 節を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 いじめとスクールソーシャルワークについてまとめる。 

第１４回 
スクールソーシャルワーク実践② 

（児童虐待とスクールソーシャルワーク） 

事前学習 第 8 章第 8 節を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 児童虐待とスクールソーシャルワークについてまとめる。 

第１５回 
まとめ（スクールソーシャルワークの必要

性について総合的に考察） 

事前学習 
なぜスクールソーシャルワークが必要とされてきているの

か考える。 

事後学習 
秋のスクールソーシャルワーク実習において何を得ようと

思うか考える。 

期末試験 

 


